
二

小
倉
藩
の
東
北
出
兵

小
倉
藩
の
奥
羽
出
兵

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
十
日
、
新
政
府

よ
り
出
兵
の
要
請
が
あ
り
、
小
倉
藩
は
三
度
に

わ
た
っ
て
藩
兵
を
京
都
に
派
遣
し
た
。
藩
の
船
で
船
団
を
構
成
し
て
、
沓

尾
港
（
現
行
橋
市
）
か
ら
出
航
し
た
。
そ
し
て
三
月
十
九
日
大
坂
に
て
、

「
関
東
二
ノ
手
援
兵
」
と
し
て
京
都
で
編
成
さ
れ
た
平
井
小
左
衛
門
隊

は
、
二
十
六
日
京
都
を
出
発
、
四
月
十
八
日
に
は
江
戸
に
到
着
し
た
。
そ

こ
で
江
戸
守
衛
軍
下
に
配
属
さ
れ
、
江
戸
城
西
丸
、
坂
下
門
、
金
座
な
ど

の
警
衛
に
当
た
っ
て
い
た
。
や
が
て
奥
羽
方
面
へ
転
戦
を
命
じ
ら
れ
た
。

閏
四
月
二
十
六
日
に
佐
賀
藩
兵
と
と
も
に
英
国
船
に
て
横
浜
を
出
帆
し
、

五
月
十
日
仙
台
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
奥
羽
鎮
撫
使
の
九
条
道
孝
に
し
た

が
っ
て
、
庄
内
藩
追
討
の
た
め
に
出
発
（
五
月
十
八
日
）、
南
部
（
盛
岡
）

を
経
て
六
月
十
八
日
に
は
秋
田
に
到
着
し
て
、
副
総
督
沢
為
量
指
揮
下
の

薩
長
の
部
隊
と
合
流
し
た
。
院
内
口
よ
り
進
攻
し
て
、
庄
内
・
秋
田
・
仙

台
の
各
藩
兵
と
交
戦
し
た
。
主
な
交
戦
地
は
、
雄
物
川
上
流
一
帯
で
あ
っ

た
。
庄
内
藩
（
鶴
岡
）
が
十
月
に
降
伏
し
た
の
で
、
山
形
、
福
島
を
経
て

十
一
月
十
九
日
東
京
（
七
月
改
称
）
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
陸
路
東
海
道

を
上
っ
て
十
二
月
十
三
日
京
都
に
帰
還
し
て
、
香
春
に
帰
藩
し
た
の
は
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
が
、
平
井
隊

の
従
軍
記
録
の
概
略
で
あ
る
（
友
石
孝
之
「
小
笠
原
藩
の
奥
羽
出
兵
」、
合

本
『
美
夜
古
文
化
』
参
照
）。

高
木
悦
蔵
隊
の
活
躍

鎮
撫
総
督
府
は
征
討
軍
の
士
気
の
低
下
な
ど
を

監
督
す
る
た
め
に
監
軍
を
置
き
、
征
討
軍
に
対

か
く
の
だ
て

し
て
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
八
月
二
十
三
日
の
戦
い
で
、
角
館
藩
兵

が
三
〇
人
ば
か
り
の
敵
兵
（
仙
台
兵
を
中
心
と
す
る
同
盟
軍
）
に
恐
れ
を

な
し
て
旗
を
捨
て
て
退
い
た
た
め
に
、
大
村
・
小
倉
藩
兵
は
や
む
な
く
斉

内
村
か
ら
退
却
を
強
い
ら
れ
た
と
報
告
し
た
。
そ
の
た
め
か
翌
日
か
ら
小

倉
藩
士
高
木
悦
蔵
が
秋
田
藩
の
角
館
隊
の
指
揮
官
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

高
木
は
小
倉
兵
沼
田
隊
の
隊
士
、
の
ち
使
役
鎌
田
英
三
郎
の
支
配
に
あ
っ

た
軽
輩
の
士
で
あ
る
が
、
長
州
藩
と
戦
っ
た
第
二
次
征
長
戦
以
来
の
実
戦

体
験
が
彼
を
し
て
角
館
兵
小
隊
の
指
揮
と
い
う
名
誉
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
（
宇
都
宮
泰
長
『
忘
れ
ら
れ
た
九
州
人
』
一
一
九
、
一
二
七

頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
別
の
藩
兵
の
指
揮
官
と
な
っ
て
戦
っ
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。

久
我
隊
と
小
笠
原
藩
兵

羽
州
戦
線
（
九
条
総
督
）
が
苦
境
に
陥
っ
た

た
め
、
京
都
で
七
月
末
に
急
ぎ
編
成
さ
れ
た

救
援
部
隊
が
あ
っ
た
。
こ
の
隊
に
は
、
小
倉
藩
か
ら
は
島
村
志
津
摩
の
配

下
の
者
た
ち
が
帰
藩
し
た
後
に
も
、
大
坂
市
中
の
警
衛
に
当
た
っ
て
い
た

者
が
投
入
さ
れ
た
。

九
月
二
十
四
日
、
久
我
卿
は
薩
摩
・
小
倉
藩
兵
を
率
い
て
新
潟
を
進
発

し
、
新
発
田
・
村
上
を
経
て
、
十
月
三
日
庄
内
鶴
岡
に
入
り
、
城
を
接
収

し
た
。
五
日
に
は
同
地
を
出
発
、
米
沢
、
福
島
を
経
て
、
十
一
月
二
日
東

京
に
着
い
た
。
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京
都
の
軍
務
官
へ
の
届
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

人
数
頭
（
備
頭
）

一
人
（
小
笠
原
若
狭
）

小
隊
長

六
人

銃
隊

二
百
六
十
六
人

手
負
い

二
人

病
人

七
人

役
用

約
十
八
人

計

三
百
二
十
人

（
友
石
孝
之
前
掲
書
参
照
）

渋
田
見
縫
殿

助
隊
の
出
兵

こ
の
隊
は
、
羽
州
戦
線
の
苦
戦
の
救
援
隊
と
し
て
、
九

月
六
日
に
急
ぎ
秋
田
出
兵
を
命
じ
ら
れ
て
、
香
春
で
編

成
さ
れ
た
。
最
初
は
、
政
府
差
し
回
し
の
軍
艦
で
沓
尾
浦
か
ら
乗
船
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、
天
候
が
悪
く
門
司
浦
で
の
乗
船
と
な
っ
た
。
十
月
二
日

に
藩
兵
三
五
〇
人
が
乗
船
、
十
月
七
日
新
潟
に
到
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
と
き
、
す
で
に
東
北
征
討
戦
の
終
了
を
船
中
で
知
ら
さ
れ
た
。
上
陸

の
後
、
新
発
田
の
総
督
府
に
指
揮
を
仰
ぐ
隊
士
の
生
駒
主
税
は
軍
務
官
太

田
黒
に
随
行
し
、
会
津
城
下
の
警
衛
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
渋
田
見
隊
の
編

成
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

備

頭

一
人
（
渋
田
見
縫
殿
助
、
も
と
渋
田
見

新
）

小
隊
長

六
人

銃

隊

三
百
十
人

役

々

三
十
九
人

そ
の
他
総
計

四
百
十
七
人

会
津
警
衛
を
終
え
、
こ
の
隊
は
翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
十
七

日
と
二
十
七
日
、
二
班
に
分
か
れ
て
帰
藩
し
た
（
友
石
孝
之
前
掲
書
参

照
）。小

笠
原
若
狭
隊

の

活

躍

越
後
方
面
の
戦
い
は
最
も
熾
烈
で
あ
っ
た
。
こ
の
方

面
の
主
力
部
隊
は
、
長
州
藩
山
県
有
朋
の
率
い
る
奇

兵
隊
を
中
心
と
す
る
精
鋭
部
隊
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
変
苦
戦
を
強
い

ら
れ
た
戦
い
で
あ
っ
た
。
特
に
、
小
藩
な
が
ら
も
洋
式
の
精
鋭
部
隊
を
編

成
し
た
河
井
継
之
助
の
率
い
る
長
岡
藩
兵
に
苦
し
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。小

笠
原
若
狭
隊
は
最
初
、
七
月
九
日
の
命
令
で
は
「
羽
州
へ
出
兵
」
せ

よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
七
月
二
十
七
日
に
越
後
方
面
救
援
の
た
め
の

出
兵
に
変
更
さ
れ
た
。
新
政
府
の
こ
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
香
春
で
編
成

さ
れ
、
軍
艦
が
下
関
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
藩
は
沓
尾
浦

へ
の
巡
航
を
願
い
出
た
。
小
倉
領
内
沓
尾
浦
に
巡
航
さ
れ
た
軍
艦
に
乗
船

し
て
、
八
月
十
七
日
出
帆
し
た
。

こ
の
と
き
に
乗
船
し
た
小
倉
藩
兵
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

備

頭

一
人
（
小
笠
原
若
狭
）

小
隊
長

六
人

役

々

二
十
四
人

銃

隊

二
百
五
十
人

其
外
夫
方

四
十
余
人
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計

三
百
二
十
一
余
人

こ
の
隊
は
同
月
二
十
五
日
、
柏
崎
に
到
着
し
た
。
八
月
二
十
八
日
に
越

後
総
督
府
の
指
揮
下
に
若
狭
隊
は
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
作
戦
に
従
い
、
若

狭
み
ず
か
ら
が
小
隊
を
率
い
て
米
沢
口
に
進
み
、
他
の
一
小
隊
は
春
日
又

兵
衛
が
率
い
て
津
川
口
か
ら
会
津
を
め
ざ
し
た
。
津
川
口
で
春
日
隊
は
ま

た
二
分
隊
に
分
け
ら
れ
、
一
隊
は
野
沢
口
に
、
他
の
一
隊
は
滝
谷
を
通
っ

て
坂
瀬
川
を
進
み
、
米
沢
村
、
雀
林
村
、
寺
崎
村
を
経
て
、
交
戦
し
つ
つ

会
津
高
田
ま
で
進
攻
、
そ
の
時
点
で
止
戦
と
な
っ
た
（
十
月
七
日
）。
そ

し
て
、
京
都
帰
還
は
十
一
月
九
日
で
あ
っ
た
（
友
石
孝
之
前
掲
書
参
照
）。

第
四
節

豊
津
藩
の
成
立

版
籍
奉
還

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
に
薩
長
土
肥
の
四
藩
主

が
版
籍
を
奉
還
す
る
形
を
と
り
、
諸
藩
も
こ
れ
に
な
ら

い
、
朝
廷
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
旧
藩
主
は
新
政
府
か
ら
知
藩
事
に
任
命

さ
れ
た
。

長
州
藩
は
、
第
二
次
長
征
戦
争
に
占
領
し
た
企
救
郡
を
本
来
の
領
地
と

と
も
に
朝
廷
に
返
還
し
た
。
そ
こ
で
、
香
春
（
小
倉
）
藩
は
新
政
府
に
対

し
て
企
救
郡
の
返
還
を
願
い
出
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、

企
救
郡
の
年
貢
収
納
分
を
政
府
の
国
庫
か
ら
下
げ
渡
す
こ
と
を
通
達
し
て

き
た
が
、
香
春
藩
は
こ
れ
を
辞
退
し
た
。
企
救
郡
は
、
結
局
日
田
県
の
管

轄
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
版
籍
奉
還
後
も
日
田
県
の
実
質

的
移
管
は
な
さ
れ
ず
、
依
然
と
し
て
長
州
藩
が
管
轄
し
て
い
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
明
治
二
年
に
企
救
郡
の
百
姓
一
揆
が
発
生
し
た
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
長
州
藩
は
企
救
郡
か
ら
引
き
揚
げ
、
同
郡

は
日
田
県
の
管
轄
に
な
っ
た
。

豊
津
藩
の
成
立

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
一
月
に
藩
庁
を
仲
津
郡

錦
原
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
年
の
春
か

ら
同
地
で
の
藩
庁
建
設
が
行
わ
れ
、
冬
に
は
藩
主
の
館
が
完
成
し
て
、
十

一
月
二
十
八
日
に
田
川
郡
の
正
福
寺
か
ら
十
代
藩
主
小
笠
原
忠
忱
が
転
居

し
た
。

翌
明
治
三
年
「
公
廨
御
上
棟
」（
坂
本
家
文
書
「（
仮
題
）
年
代
記
」）
し

た
豊
津
藩
の
成
立
で
あ
る
。
前
年
の
明
治
二
年
は
、
そ
の
前
年
の
秋
の
収

納
が
不
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
領
内
で
食
糧
が
不
足
が
ち
で
あ
っ
た

か
ら
、
蔵
米
を
放
出
し
た
り
、
会
計
局
の
中
原
嘉
左
右
（
小
倉
城
下
町
商

人
・
藩
御
用
達
・
飛
脚
問
屋
）
に
命
じ
て
食
糧
の
確
保
に
あ
た
ら
せ
た
。

中
原
は
、
肥
後
・
長
崎
・
下
関
な
ど
か
ら
食
糧
を
確
保
し
て
、
同
二
年
の

不
作
に
対
応
し
た
。

こ
の
年
の
不
作
は
、
天
候
不
順
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
同
年
（
明
治
二
年
）
五
月
十
七
日
よ
り
雨
天
打
続
き
八
月
十
一
日
ま
で
降
り
続

き
、
同
月
十
五
日
晴
天
に
相
成
り
、
九
月
十
六
日
皆
（
快
）
晴
同
夜
中
大
雨
、
翌

十
七
日
よ
り
晴
天
打
続
き
十
月
三
日
ま
で
四
十
三
日
皆
（
快
）
晴
打
続
き
、
近
年

珍
敷
き
不
順
天
気
に
御
座
候
事
尤
も
十
月
四
日
雨
天
に
候
事
（
前
掲
坂
本
家
文
書
）
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